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（５）研究成果の概要 
近年、細胞内において膜構造で隔てられていないにもかかわらず、特定の分子群が高濃度に集積すること

で特定の機能場を形成する液―液相分離（LLPS）が注目されている。一方、中心体をはじめとして、細胞

内には、固体または固体に近い物性を示す非膜オルガネラも古くから知られており、超解像顕微鏡等の発

達に伴い、新たな固体状の超分子複合体の発見、さらにその微細構造の研究が進展しつつある。これらの

固体様の超分子複合体は、その物性に依拠して固有の生理機能を果たす。しかしながら、LLPS の形成原

理は目下、国際的に非常に盛んな研究が行われているのに対して、固体超分子構造体の形成原理について

の研究は立ち遅れている。我々は、世界に先駆けてこの課題を解決することを目指し、細胞生物学・生化

学、ケミカルバイオロジー、構造生物学、およびソフトマター物理を専門とする研究者で研究チームを構

成し、研究に取り組んでいる。この中で、構造生物学は、顕微鏡観察される数百 nm 以上のスケールの構

造体が、一定の秩序を持って形成されることを可能とする、原子レベルの相互作用情報と、形成過程の進

行に伴う相互作用のダイナミックな変調を明らかとすることで、構造体形成の微視的機構を明らかとする

重要な役割を担っている。我々は、これまでに溶液 NMR 法を駆使して、超分子構造体構成タンパク質 
CEP128 が溶液中において経時的に構造を変化させることを明らかとしてきた。本申請では、その過程の

先に形成される固体様の構造体中における CEP128 の構造情報を NMR 計測により取得することを目的

とした。その結果 CEP2128 の部分配列のうちゲル状となった I1 と呼ばれる試料を、超遠心により固体 
NMR 試料管内に直接濃縮し、固体 NMR 試料とする条件を確立した。このうえで、600 MHz 固体 NMR 
装置にて 1H-13C CP 測定を行うことにより 13Cα/β 化学シフトを計測し、I1 の二次構造を推定すること

に成功した。さらに分子内で固定された領域に由来するシグナルを検出する CP 測定と、高い運動性を保

持した領域に由来するシグナルを検出する HSQC 測定を併用することにより、ゲル中における I1 領域

の固定度と、その分子内分布に関する情報を得ることができた。 


